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１．はじめに








て 2014 年は再び埼玉県に戻り、埼玉大学（さいたま市）にて第 19 回・第 20 回を、昨年は第 21 回を越谷
市の幼児保育学科のある埼玉東萌短期大学で行うことができた。
今回は第 22 回大会として『紙芝居が育てるいのちと生きる力』をテーマに、幼児教育と地域社会に関
わる講師や生涯にわたり紙芝居や絵本を 200 点以上世に送り出している大作家の二俣英五郎氏を招いて 
“三つ子の魂百まで” を踏まえ、教育の基軸ともなる紙芝居の力を各地・各団体の活動報告と共に学びあ
った。本学での２年間の紙芝居サミットと並行して各地域の保育者団体からも紙芝居講座の要請があり









A Study on Differences of Kamishibai and Picture Book
in Children’s Cultural Assets



















平成 26 年 12 月～平成 27 年 11 月
（５）調査内容
第 22 回紙芝居サミットに特別講師として来学された二俣英五郎氏や全国から参加された参加者との意































































































【第 1 場面】 
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【第 3 場面】 
 
 


























































【第 6 場面】 
 



















































【第 6 場面】 
 
















【第 7 場面】 
 



















【第 6 場面】 
 










































【第 7 場面】 
 































【第 9 場面】 
 






























































【第 9 場面】 
 




























































































































 第 22 回紙芝居サミットに特別講師として二俣英五郎氏が来られた時、紙芝居と絵本の「ひ
よこちゃん」創作当時のことについて聞いてみた。「そ だねぇ、もう 40 年以上前のこと
だからあまり覚えていないけど、紙芝居が童心社から先に出版（1971 年 4 月 1 日、第 1 刷
発行）されて、そのあと童心社から独立した、いかだ社の種田社長から絵本の「ひよこち
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紙芝居「ひよこちゃん」は 1971 年、第１刷発行というと今から 47 年前に創られた作品だが、紙芝居の
特性である作品世界の「ひよこちゃん」の絵が舞台から飛び出し広がり、登場する他の動物たちに対して
も画面にくぎ付けになるほど集中力を高め、子どもたちの心に届くよう創られている。文章は「ほら、こ
んなふうに。ね。」の「ね。」が 12 場面を通して 10 回も繰り返されることで演じ手が「ね。」と同時に子
どもたちの目のなかに飛び込み、それを見ている子どもたちも思わず頷いてしまうようなコミュニケ－シ
ョンを深めていく効果がある。演じ手と観客である子どもたちが双方向で深めていくコミュニケ－ション
であるため、紙芝居が実演されている会場全体に場（共感の世界）が共有される。この場は、紙芝居作品
と演じ手と観客の三つがそろって初めて成立する。その作品を活かすためには、どうしても演じ手の紙芝
居の特性を理解した上での観客に伝える技術・演技力が重要になってくる。　
それに対し絵本の特性は、一人でも成立するため一つの場面に絵と文が書かれている内容を読み手が理
解しようとした時、タイムラグ（時間差）が生じる。しかし読み手のリズムで読み進めながら、ペ－ジを
めくるたびにゆっくりと作品のなかに入っていくことができる。次の場面への連続性を重視するより、絵
本はペ－ジごとに絵と文字の整合性が図られ、ペ－ジごとに内容が独立するような創りにする必要がある。
絵本は各ページは背表紙で閉じられており、二人以上の場でその作品を活かす読み語りをするためには、
どうしても読み手の絵本の特性を理解した上での観客に伝える技術・演技力が重要になってくる。
なお、本稿の最後に紙芝居講座での質問紙調査に基づく集計結果を掲載した。今後の課題として、本結
果を分析・考察することで、保育における紙芝居のあり方を検討する。
注記
（１）同講座で実施したアンケート調査によると（以下、参照）、これに限らず、保育の現場において紙芝
居の特性は必ずしも十分に理解されていない。
（２）紙芝居文化の会（2017）や、まつい（1998）を参考。
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